
　1990（平成2）年4月から、
私は中国からの自費留学生
として九州大学の博士課程
に在籍していながら、大分
大学で中国語の非常勤講師
を勤め始めました。その縁
もあってか、博士課程を修
了した直後の1995（平成7）
年9月1日、芸文短大の助教
授として赴任しにきたので
す。
　ゲイタンで教えて15年、

教授に昇任し、国際文化学科のボス（学科長）にもなり、この大分で骨を埋めようか
と考えていましたが、なんとこの４月から、北九州市立大学大学院社会システム研
究科の教授として赴任することになっちゃった！私もゲイタンを卒業するのだ。毎
年中国文化研究の卒業ゼミ生を連れて中国へ研修旅行に行くことは、何度行っても
ゲイタンでの一番楽しみです。時折、他ゼミ、他学科、教職員（学長も含み）ない
し社会人も混じり、みなのそれぞれの人生のいい思い出になったと思います。これ
から人生を一度リセットしますが、ゲイタンでの15年間は永遠に忘れません！（泣）

芸文短大カレンダー

2011.  4【Apr.】    6【Jun.】▲

１．『包む』カタチ展
　　デザイン材料演習　課題作品（ビジュアルデザイン）　４月４日（月）～４月１５日（金）

２．東山紗弓展（デザイン専攻２年）　４月18日（月）～４月29日（金）

３．柿元咲子展（専攻科造形専攻２年）　５月２日（月）～５月13日（金）

４．柳野郁子たち展（専攻科造形専攻１年）５月16日（月）～５月27日（金）

５．佐々木優季展（専攻科造形専攻１年）５月30日（月）～６月10日（金）

６． 彫刻演習課題制作展　６月13日（月）～６月24日（金）

７．中林章史展（美術専攻２年）６月27日（月）～７月８日（金）

８．卒業・修了収蔵作品展　７月11日（月）～７月29日（金）

平成23年度
学内ギャラリー（前期）スケジュール

6月 June／水無月4月 April／卯月
４日[月] 入学式
５日[火] 新入生オリエンテーション（～８日）
６日[水] 大分県立芸術文化短期大学と中国・江漢大学との第1回美術作品合同展
８日[金] 前期授業開始
 履修登録（～14日）
15日[金] 履修登録変更（～21日）
27日[水] 前期授業料納入期限（２年生）
29日[金] 昭和の日

 ３日[火] 憲法記念日
 ４日[水] みどりの日
 ５日[木] こどもの日
 13日[金] 水曜振替日
 27日[金] 前期授業料納入期限（１年生）
 30日[月] 木曜振替日

5月 May／皐月
 ８日[水] 音楽科コンサートシリーズ
 19日[日] 父の日
 22日[水] 夏至
 29日[水] 音楽科コンサートシリーズ

恩師からのお別れの言葉

大分県立芸術文化短期大学と中国・江漢大学との第1回美術作品合同展
【日時】4月6日（水）～12日（火）9：00～20：00（最終日16：00まで）
【場所】iichiko総合文化センター iichikoアトリウムプラザ

【日時】平成23年7月26日（火）～11月13日（日）
【場所】県下6か所（国東市、中津市、日田市、竹田市、大分市）

※このほか、多数のイベントを用意しています。企画途中のイベントを含むため、都合により日時・場所が変更となる場合があります。

【日時】平成23年10月1日（土）15：00～17：00
【場所】iichiko総合文化センター iichikoグランシアタ

【日時】平成23年10月10日（月）13：15開場 14：00開演
【場所】iich iko総合文化センター ich ikoグランシアタ

【日時】平成24年3月2日（金）18：00開場 18：30開演
【場所】iich iko総合文化センター i ich ikoグランシアタ

【日時】平成24年2月1日（水）13：00～17：00
【場所】コンパルホール（大分市）※予定

　1月24日、30年以上学生食堂を経営
して下さっていた阿部さんご夫妻が営業
を終了しました。最終営業日には学生や
教職員の有志が集まり、簡単なセレモ
ニーを行いました。阿部さんご夫妻と従
業員の方々に花束を贈呈したあと、全員
で記念写真を撮影。記念写真は後日、プ
レゼントとともにお渡ししました。

アートの風

記念式典・記念講演

第47回定期演奏会

オペラガラコンサート

芸文短大地域活動フォーラム

「これからもよろしく！」

「長い間、ありがとうございました」

営業時間、メニューなどの詳細は、
学内の掲示等でご確認ください。

創立50周年記念プロジェクト

４月から学食が
変わります。

Epistula  vol . 24は、2011年6月発行予定です次号のお知らせ

「私もゲイタンを卒業」
　あっという間の、17年間でした。私は本年３月31日付けで芸文
短大美術科を定年退職します。いろいろとお世話になり有り難う

ございました。今、思えば大阪よりここ大分に赴任し、多くの
学生達と創造の時間を共にし、ゆっくりと過ごせたことを幸

せであったと感じています。これからまた、新たな道を
大好きな温泉に浸かりながら、あれや、これやと考え歩
んでいきたいと思っています。一度の人生今後どのよ

うに展開していくのか？自分でも楽しみにしています。
どうぞ、これからも皆様よろしくお願いします。

今号のエピストゥラは、一度死んだはずのヒロインが復活するドライヤーの映画『奇跡』にちなんでいます。成人するにつれて、お伽噺のような奇跡など社会
にはないんだよ、と教えこまれ、唯々諾々と目の前の現実を受け入れる私たちがいます。でも、厳しい冬のあとに木々が芽生える季節がやってくることも、疑
いようもない一つの奇跡ではないでしょか。悲喜交々の春だからこそ、自然の摂理といったスケールの大きな想像力を働かせてみるにはいいかもしれません。後 記

編 集

お詫び　前号のエピストゥラの記事「国際文化学科　学科ニュース」で、佐々岡千波さんの名前を佐々木さんと誤って表記してしまいましたこと、深くお詫びいたします（広報室）

吉村 正郎教授美術科 国際文化学科 鄧 紅教授

▲�２００９年夏�ゼミ生と湖北省博物館を見学。

Oita Prefectural College of Arts and CultureEpistula vol.23「奇跡」
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